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３．２ 岩手県の活動報告 

     岩手志援株式会社 

１．事業概要 

 
（１）事業の目的 

東日本大震災被災者の生活安定を図るため、６次産業化を核とした生産・加

工・販売の付加価値化を図り、被災地の雇用創出を目指す。同時に開発した商品

を地域間連携で販売する事により、お互いが関心を持ち続け、繋がりを忘れない

取り組みを実施する。基本は被災地・被災者の自立支援を促す事である。 

 

（２）実施体制、他団体との連携、他地域との連携状況 

生産者 

渡部さん みかん農家（南相馬より避難中） 

三陸漁業生産組合（大船渡市）（漁師の殆どが被災者） 

道の駅 やまだ（漁師及び生産者の多くが被災者） 

加工 

㈲とりたて市場（大船渡） 

販売 

山田のイベント 

赤ニコ広場【赤塚一番通り商店街】 

東北支援・鎌倉プロジェクト 

東北ココロむすぶプロジェクト 

連携 

松山シルバー人材センター 

和歌山県健康生きがいづくりアドバイザー協議会 

岩手大学 

株式会社 岩手ぴかぴか大作戦 
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２．事業成果 

 

（１）成果 

・仮設住宅に住む飯田さんの新巻き鮭と、岩手復活暦カレンダーを同時に販売する事に

より、被災地や被災者の現状を伝える事が出来た。 

・パンフレットのチラシを制作する段階で、被災した漁師さんたちから色々な話しを聴

いた。本当に良い物を作る事が復興支援に繋がると感じ、一生懸命制作した。 

・地域（愛媛）と地域（岩手）（和歌山）を繋ぐ事がイベント（３月３日）及び物販で

実現出来た。 

・被災した漁師さんたちが販売を通して、地域（板橋）と地域（岩手）を繋ぐ事が出来

て、同時に商品の高付加価値化も実現出来た。継続的な販売を実施する事により、繋

がりが強固になるので、継続的に実施予定。 

・鎌倉市で定期的に意図を持って販売会を実施する事により、色々な化学反応が起こっ

ている。避難者とも連携して実施していて、愛媛のみかんも販売予定となっている。 

 

（２）問題点・課題 

・まだ完全に終わっていないので、気を緩める事は出来ない。 

・６次産業化のセミナーを実施する予定であったが、イベントが３月になってしまった

ため、難しくなった。 

 

（３）今後の展望 

・物販というテーマを持って実施する事が、継続的に被災地・被災者への自立支援に繋

がると考えている。お金を回し、仕事を作り、同時に関係者の誇りを取り戻す取り

組みを、計画的に継続的に実施して行く事が被災地には求められている。復興は長

い道のりなので今後も取り組みを継続して行く予定である。 

 

 

 

 

  


